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お茶の水女子大学では、 2002年度より、附属高校と大学が連携(高大連携)して、新し

いジェンダー教育カリキュラムを開発、研究することを目指したプロジェクトを発足し、

新たな試みを開始している。本報告は、主に、前属高校の特設科目「国際協力とジェンダーJ

( 2年生対象〉および fジェンダーフリーを学ぶJ(1年生対象、 2003年度より)の中で実

施された、大学教官と高等学校教官の連携による授業の実施状況および、授業に対する受

講生の反応を検討したものである G

1 .プロジェクトの目的

お茶の水女子大学前属高校では、 1996年度より、特

設講産の 1科目として、「女性学jや「ジェンダーアワー

を学ぶj などの講産を開講し、ジェンダーフリーを目

指した授業の実践および研究を行ってきているo そし

て、 2002年慶より、前震高校と大学の連携(高大連携)

カリキュラムの開発プロジェクト (3年計画)として、

新しいジェンダー教育カリキュラムを開発、研究する

ことを目指す新たな試みを開始している。具体的には、

以下のようなことを主要な目的とするo

・ジエン夕、一教青に関わる大学教宮と連携してジェン

ダーフリー教育の実践研究を行う G

・クロスカリキュラム研究に基づく、既存の教科目に

おげるジェンダーフリー教育を実践するo

・本校の実践をもとに、 f也校の総合的学習の時間など

に実践可能なカリキュラムの開発・教材の開発を行

い、ジェンダーフリー教育の普及に資する。

・学問としてむジエン夕、ー研究を中等教育に普及す

るG

-ジェンダーフリー教育により、男女共同参画社会を

担う人材を育成するc

・国内外の教育機関と連携し、ジェンダーフリー教育

を推進する。

・女子の能力開発プログラムを推進するo

1お茶の水女子大学大学読人間文化研究科
2お茶の水女子大学耐震高等学校
*現所属東京成徳大学子ども学部

2 . 2002年度の研究活動内容

〈目的〉

2002年度から、お茶の水女子大学を含む 5つの女子

大学によって結成された五女子大学コンソーシアムに

よって、アフガニスタン女性教育支援プログラムが開

始され、身近なところでの国際交流が活発化してきて

いる G そこで、本プロジェクトでも、国際協力の視点

から新しいジェンダーフリー教膏カリキュラムを開

発、研究することを本年度の主な巨的とした。具体的

には、高大連携カリキュラムの開発のために、高校2

年生を対象とした特設科目 r~際協力とジェンダー」

の中で、大学教宮と高等学校教官の連携による授業を

実施し、それに対する受講生の反応や教官の反応を詳

細に検討していくこととした。また、受講生自身のジェ

ンダー意識に関する調査と、受講者の再窺のジェン

ダー意識や子育て観についての謂査を行うことで、

「ジェンダー意識jの維持や変化と関連する要因につ

いても検討した。

く授業概要〉

2002年度の授業は、 1学期12回〈うち、大学教官お

よび外部講師の授業5回)、 2学期11回{うち、大学教

宮および外部講師の授業5呂)+公開研究会〈大学教

宮)、 3学期5百十具体的な活動〈本年度はユニセフ募

101 



金活動)、のスケジュールで行われた(詳細は、 Table

lを参照)0

く調査内容及び結果〉

(1) 受講生のジェンダ一意識についてのアンケート

4月の第1回目の授業および2月の最終日にそれぞ

れ、ジェンダー意識についてのアンケートを行い、以

前に調査を行った同じアンケートの結果と照らし合わ

せて、今回の受講者のジェンダ一意識の高低について

確認した(具体的なアンケート結果の内容は、資料1

を参照〉。

(2) 大学教官および外部講師の授業についてのアン

ケート

大学教宮および外部講師からは、事前に授業題目を

提出してもらい、授業の前後には、毎回それぞれの授

業についての事前および事後アンケートを実施した。

事前アンケートは、「題目かち、どのような内容の話だ

と思うかJr題目について侮か知っていることがある
かJr授業で何を開きたい(知りたい〉と思うかjの3
点、事後アンケートは、「授業でどのようなことがわ

かったかJr授業は期待通りであったか(非常に不満足
~非常に満足の5段階評定)Jrなぜ、期待遇り(はずれ〉
だと患ったかjの3点、であった。

2002年度の受講生のアンケートの結果から、以下の

ような点が示唆された(具体的なアンケート結果の倒

は、資軒2を参照)。

①授業時間の問題:rまとまりがないJr質問の時間が
ないjという指摘が多く見られた。大学の授業と異な

り高校の授業は50分のため、大学教宮健にもそれに対

誌できるような講或の授業が求められることを認識

し、準備をする必要があると考えられた。

②授業内容の問題:大学教宮の授業については、内容

的に輿味があっても、実際には難しく分りにくい部分

が多かったという意見が多かった。一方、外部講師の

授業はJ実体験が含まれていてわかりやすかったJr実
際にやっている入の話は説得力があるjといった感想

が多く、大学教官の授業よりも親しみを持って聞けた

ようであった。実際には、大学教宮も、決して実体験

がないわザではないのだが、それが受講生にうまく伝

わらなかったのは、話の内容が広範囲でいわゆる“講

義"的な内容だったせいではないだ、ろうか。大学での

授業と異なり、もう少し内容を絞って分りやすく説明

する必要があると思われるo

しかし、一方では、実際に、 50分でまとまりのある、
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テーマを絞った内容だった大学教官の授業は、受講生

の評倍も高く、高校の通常の授業では得られないよう

な知識を得られたことに、溝定震も高かった。従って、

そのような授業であれば、高大連携カリキュラム法大

いに効果を発揮できると思われる。

③授業の形式.~新たな知識を獲得し、視野を広げるこ

とができたという感想が多かった一方で、倍々の授業

の内容が消化しきれていない場合も多かった。最終的

に全員の受講者から「大学の先生の話がたくさん開け

て、前属高校ということを大いに利用した授業でよ

かった」という言の感想が得られたことは、専門分野

の異なる複数の大学教官が統一テーマで授業を行う、

学際的授業の成果と考えてよいであろう o しかし、毎

遇、異なる分野の大学教官が授業を続げて行ったため、

受講生が内容を治化しきれなかった感は否めない。今

田のような学際的授業を効率よく実践するたbちには、

例えば、授業の次の遅は復習を兼ねた討論といった、

2遅で1つの講義内容を深め、受講生自身が考え、理

解する時間が十分に持てるような形が必要ではないか

と考えられる。

(3) 再親へのアンケー卜

2002年度は、予備課査として、受講者の再親のジェ

ンダ一意識や子育て観についてのアンケートを行い、

その結果から、アンケートの項目を絞り込み、来年度

の調査用紙の作成を行った。

3 . 2003年度の研究活動内容

く巨的〉

2003年度は、ジェンダーフリー教育の一層の普及の

ために、高校2年生だけでなく、高校1年生を対象に

した講座も薪たに開設した。 1年生では、初歩的なジェ

ンダーフリー教育<fジェンダーフリーを学ぶJ)、2年
生では、グローパルな提点、も含んだジエンダーフリー

教育 Cf国際協力とジェンダ~J) という 2つの講産の

実施によって、実践研究を進めた。

2002年度の結果を踏まえて、よりわかりやすく効率

よく授業を進めるたゐに、授業の内容および形式に改

良を加えながら、引き続き高大連携カリキュラムの開

発のために、それぞれの講座の中で、大学教宮と高等

学校教官の連携による授業を実施し、それに対する受

講生の反応や教官の反応を詳掘に検討した。さらに、

2003年度は、 2002年度の予信講査の結果かち作成した

調査用紙を用いて、受講生自身のジエン夕、ーに関わる



Taむle1 2002年度 2年生特設科目「国際協力とジェンダーj授業スケジュール及び内容

耳目 授業担当者 授業内容または授業題目

4/号
関属高校教室 ガイダンス及び事前調査。「ジェンダーに関する意識調査j及び f冨際協力とジェ

ン夕、-J~こ関するアンケート。

4/16 前属高技教室 fジェンダーとは?J及び先遁の調査の結果について討論。

4/23 御船美智子{生活科学部) fはたらくこと・お金・家計とジエンダーj

4/30 牧野カツコ(人爵文化研究科) f世界の家族とジェンダーj

5/7 舘かおる{ジェンダー研究センター) 「ジェンダーセンシティヴな毘際語力とは?J

5/14 内田伸子{人需文化研究科) 「会話に見られる性差…会話は“権力の具現装置"か?…j

5/28 貯属高按教宮 大学教宮による授業の捕足説明。生物学的な男女の違い。

6/4 
前属高校教宮 これまでの大学教官による授業に対する事前及び事後アンケートの結果について

討論。

6/11 
前属高校教宮 f生物学的な違いと社会的な差Jと「観度・経済の問題jについて、 2グループに

分かれて話し合い結果を報告。

6/18 村上薫{外部講弱・アジア飴斉罰究所) fトルコの工場女性労働とジェンダー規範j

7/9 
信属高校教宮 これまでの授業を振り返り、国際協力になぜジェンダーの視点、が必要なのかについ

て検討。

7/16 
前属高技教宮 インドやアフガンの女性について。工学期の授業全体についての討論。麦休みの舘

人研究の課題についての説明。

課題:r授業と関連するテーマを各 個人研究。
夏休み 自が自由に決めて語査・研究する」 授業に参加している生徒の両親を対象に、「ジヱンダー意識および子育て観に関す

るアンケートjの実施

ヲ/3 附属高校教吉 夏抹みの課題〈恒人研究)の発表

9/10 関属高校教宮 夏休みの課題(恒人研究)の発表

9/17 或能民江{生活科学部} fドメスティック・バイオレンスと吉湾の女性j

10/8 箕浦康子{人需文化研究科) f途上菌の子どもと教育J

10/15 伊藤るり{ジェンダー研究センター) 「インドのSEWA(自営女性労傷者協会)の取り組みに学ぶJ

10/29 
前属高校教宮 前毘までの3入の大学教官による授業に対する事前及び事後アンケートの結果に

ついて討論。国際協力のあり方を討論。

11/2 
波平恵美子{文教育学欝) 公開教育研究会特設講座 (2時開}

f迩外医療援助とジェン夕、-J

11/5 前属高校教宮 特設講産についての意見や感想。

11/12 
前属高校教官 地球的課題への国諜協力についての討議。

私達に荷が出来るかを考える。

11/19 三浦徹{文教育学部) f自本の中東・イスラム認識とジェンダーJ

11/26 
鈴木良一{外部講師・ f霞擦協力とジェンダ-J:女性の健康向上とエンパワーメントが、人口問題解決
ジョイセフ〈家族計富国際協力財団)への糞

12/3 
附属高校教官 2学期の授業全体についての討論。

冬休みの課題についての説明。関連資料の配布。

冬抹み
課題:r私たちにできる匡際協力jを 信人およびグループでやってみたい、実際に可能な菌際協力を探し、提案する。
探す。

1/14 酎属高校教官 冬休みの課題の発表。

1/21 
附属高校教宮 冬休みの課題の発表。

実擦に行う活動の決定→本年震は、ユニセフの募金に決定

1/28 信属高校教室 具体的な活動に向貯ての話し合い。投書j分担。

2/， 
前属高校教宮 ユニセフ募金活動の経過報告。

2/3に行われた fアラブ藷冨女性訪需毘との意見交換会jへの出馬者による感想。

2/18 
附属高校教官 1年間のまとめと惑想。

fジェンダーに関する意識語査J(事後調査)

課題:r 1年間の授業で最も輿味を ユニセフ募金活動を通して考えたことも記す。
学年末 もったことについて更に調べる、ま また、 1年間の授業を還して、学んだこと、患ったことを自由に記す。

たは活動をし、その内容をまとめるj

太字は大学教官および外部講師の授業
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意識ならびに保護者の方のジェンダーに関わる意識や

子育て観についての調査を行い、 fジェンダー意識Jに

ついて、子どもと再親の意識の関連についても検討し

たむ

〈授業概要〉

2003年度の授業スケジュールおよび内容はTable

2 (1年生)およびrTable3 (2年生〉の通りであった。

授業内容辻、 2002年度に実施した講座の結果を踏まえ

て、それぞれの授業内容およびカリキュラムを工夫し

7こo

(1) 1年生特設詰産「ジェンダーフワーを学ぶj

2年生と異なり、“ジェンダー"のみに注百した講座

であり、“ジェンダー"についてゼロからみんなで一緒

記考える、ということを基本目的としている。そして、

初歩から考えるということで、大学教宮の授業数を絞

り(5名)、学外の施設見学などを加えたカリキュラム

になっているc

しかし、残念なことに、希望する生徒の数が2003年

度は非常に少なく、 3名のみであった。例年、“ジェン

ダー"に関する特設講産は、決して人気があるとは言

えず、“ジエンダー"という言葉にあまり魅力がないも

しくは抵抗があるのではないかということがうかがわ

れてきたむこの点、は、 2002年度や2003年度の 2年生の

受講生の 4月最初のアンケートからも示唆されてお

り、 1年生でも顕著に晃られたといえるo これまで得

られたアンケートの自答に辻、“高校に入るまでの学校

生活の中で受けたジェンダーに関わる授業の内容が輿

味の持てないものだった"、“ジエン夕、一、ジェンダー

と言われすぎて嫌になった"といったものが多く克ら

れ、適切なジェンダー教育がいかに大切で、重要である

かがうかがわれる。今後、ジェンダーフリー教育を撞

進し、よりよいカリキュラムの開発・教材の開発を行

い、ジェンダーフリー教育の普及に資するためには、

高校だけでなく、義務教育の段階でのジェンダー教育

についても検討していく必要があると恵われる(具体

的なアンケート結果の内容は、資料3を参照)。

(2) 2年生特設講産「国際協力とジェンダ-J
2年生の講産は、昨年から引き続いて同じテーマと

いうこともあり、 2002年度の結果を踏まえていくつか

の新たな試みを行った。まず、 2002年慶よりも大学教

宮および外部講師の講義の数を減らしげ名人なるべ

く連続しないようにし、前後の授業で予習および復習

104 

できるようにした。次に、授業の実施についても、間

じ講師に 1学期の最初の時期と 3学期の諦めくくりの

時期に 2度講義をしてもらう、同じ講師に 2遅連続し

ての講義を実施してもらう、という試みも行い、より

よい授業の実施形態についての検討を加えた。また、

2002年度の授業では、“大学の先生は年配で、大御所と

いった感じで親しみが持ちにくい"という意克もあっ

たため、大学生でボランティア活動を行っているグ

Jレープや、若い研究者{助手)の講義も実施し、授業

内容や講師により親しみをもってもらえるよう工夫し

た。

2003年度の 2年生の講座は、受講生が20名でるった

が、第一志望の生徒は少なく、希望した他の講座に抽

選ではずれたのでという受講者も多かった。第一志望

でも“ジェンダーは嫌だけど、“国際協力"がやりたい

ので"という受講者が多かった〈具体的なアンケート

結果の内容は、資料4-1、4-2を参照)0

〈調査内容及び結果〉

(1) 大学教宮および外部講師の授業についてのアン

ケート

1年生、 2年生ともに、授業の後にアンケートを実

施した。 2002年度は、授業の前後に 2回アンケートを

実施したが、事前のアンケートについては、「題目jに

ついてのアンケートにしかならず、生徒からの“アン

ケートの回数が多すぎる"という意見もあり、 2003年

度は事後のアンケートに絞って実施した。結果は、2002

年度と同様に授業ごとにまとめて、大学教官および外

部講師にもフィードパックを行った。また、受講者が

結果を見ながら授業について振り返る時間を設け、そ

れぞれの授業についての意見を交換した。

アンケートの内容は「授業でどのようなことがわ

かったかJI授業は期待遇りであったか〈非常に不満足

~非常に満足の 5段階評定)JIなぜ期待遇り(期待は

ずれ)だと思ったかJIその他(何でも)Jの4点であっ

た。

2003年度の受講生のアンケートの結果から、以下の

ような点が示唆された(具体的なアンケート結果の内

容は、資料5および資料6を参照)。

①授業時間の問題:1年生、 2年生ともに、「まとまり

がないJI糞間の時嵩がない」という邑答もみられた

が、概ね好評で、 2002年度よりもかなり改善されたよ

うに思われた。

2002年度に引き続いて担当した大学教官も多く、ア

ンケート結果のフィードパックから、教官傑の努力が



Table 2 2003年度 1年特設詰産 fジェンダーフリーを学ぶ」授業実施状況

回 月 自 授業内容 テーマ

1 4 15 
ガイダンス・自己紹介、アンケート

-お金と愛情どこで妥協(読売新関) (話し合い)
ト一一一一

2 22 
倍々への開題提起(男女についての意識) ジェンダーとは

ジェン夕、一、ジエンダーフリーという言葉の意味

3 5 6 
-“女だから"のふしぎ(魔女っ子クラブ作、遥書房) 「らしさjを考える

-小学生の大人になったら「なりたいものJ(第一生命謁査結果〉 ① fらしさjについて考えを出し合う

4 13 舘かおる「メディアとジェンダー影或j ②社会からお影響について知る

一
5 20 

舘先生のお話を踏まえて

女の子らしさ、広告の中の男女の色分貯など記ついて(話し合い〉
ト一一一一一
6 27 -女性学への招待(井上輝子著〕 生活における'注役割分業の実態を考える

7 6 3 牧野カツコ f家庭生活とジェンダ-J ①身近な現象で疑関に思うことをとりあげて

←一一一一 みる

8 10 
牧野先生のお話を踏まえて 「家族とは侍か?J (話し合い)

②日本の実患や諸外国の取り組みを知る
-ホームレスになったお父さんの話

③“苦労"は女'往ばかりではない?! 

9 17 -女性学への招待{井上輝子著〉 刻字型就労記ついて(話し合い)

10 7 1 施設見学「女性と仕事の未来館J 地域の施設の見学
ト一一一一

年間テーマを見つける11 8 見学のまとめ 戦中戦後の女性について〈話し合い)
ト一一一

1学期のまとめ

12 15 夏休み課題の確認仔各自が興味を持ったことについてレポート

するJ)

13 9 2 夏休み課題の発表

一 ト一一一 -法律で定められている結婚年齢の男女差について
14 9 

-家庭内の男女の分業について子どもの立場からのアンケート一一一一 ←一一一一
15 16 ト調査

16 10 7 -“世界の結婚"を知る・親子関係とは?

←一一一一一
17 14 松漕税子「雄と陸一遺{云学からみるジヱンダーJ 男と女ーどこが違うのか、違わないのか

松浦先生のお話を詰まえて 生物学的な男女差について(話し合 ①身体的客観的な違いとは伺か

18 11 4 い) ②性の研究について知る

-少子化とジェンダーフリー教育の問題〈資料) (話し合い) ③脳の違い(解釈と方法〉について知る

一
Iヲ 11 -高校生のジェンダーに関する意識調査{資料) (話し合い) f女性の一生を見つめなおすJ

20 18 -結婚や労舗についての資料〈話し合い) ①恋愛

②結婚
21 25 -年金問題資料{朝日新聞、アエラ) (話し合い)

③家庭生活

22 12 2 
-国民年金制度について考える(話し合い) ④老後

冬休み課題の確認 <f身近な女性へのインタビューから学窓うJ)

23 1 13 冬休み課題の発表

24 20 内田伸子「会話に見られるジェンダ-J 会話行動の性差

25 2 3 
内田先生のお話を詰まえて “野読者"の視点について(話し合い)

冬休み課題の発表〈続き〉

26 10 
冬休み課題の発表(続き〉

これまでの講師の先生方のお話を受けて (話し合い)

27 17 富山尚子 f心理学と私の生きる道一女性研究者という道j
トー一一一

28 24 
冬休み課題の発表{続き} 註界における女性支援とその取り程み

-アフガニスタンなどの国々に暮らす女性〈資料〉

29 3 2 
1年間のまとめ レポート・惑想提出 (3/11)

最終レポートの確認(自分が決めた年間テーマについて書くJ

太字は大学教官および外部講師の授業
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Table 3 2003年夏 2年特設講産 f国際協力とジェンダーJ授業実施状況

E 月 日 授業内容 テーマ

1 4 11 ガイダンス・昌己紹介、意識・希望寵査

-rジエン夕、ーで学ぶ社会学』より ジェンダーとは

「セックスとジェンダーJ-I社会的自我形成の仕組みj

2 18 
-身の回り・社会のジェンダーについてどう感じるか
-ノルウェー等北欧のクオータ割について 不公平かどうか

-黒河内氏準犠麗歴紹介、「世界の女性たちは、いまjという題
でどんなお話を期待するか

3 25 黒河内久美 f世界の女性たち詰今j ジェンダーの視点から

黒河内氏のお話を踏まえて話し合い
社会を見直す

4 5 2 -日本とフィンランドの差について

-クオータ鰐等平等法およびマイノリティへの優遺致策について

-アフガニスタン等途上層への女子への手厚い教育支援について ジェン夕、ーの視点から見る日本と世界の現状

5 16 話し合い と課題

-河野先生準靖 どんな話し合いを望むか ①留人や家庭・地域社会の問題として(現状・

6 30 河野貴代美 rlE擦協力とは何かーお互いに話し合おう-J 課題とその文化的・社会的背景〉

河野貴代美{第2国)
②グローパルな問題として(向上〉

7 6 6 イスラム女性のベール着用(朝日新障)I美しさを揺すこと」につ 舎各国政府の取組み

いて(話し合い)

イスラム女性のベール著用一義務か自主的な選択かについて(話し

8 13 合い続き)

三浦先生準備、紹介

9 20 三浦敏 fイラク戦争と霞際協力一新聞記事を資料としてj

10 27 
三浦先生のお話を諮まえてイラク戦争の是非、日本の態度について

等(話し合い)

11 7 4 戦争のない社会をつくるには(話し合い)
←一一一

12 11 
1学期のまとめ
夏休み課題の確認(個人語査)

13 9 

住
夏休み課題の発表

E 
16 10 3 内E伸子 f会話に見られる'1主差一会話は権力の異現装置か?-J ジェンダーセンシティヴな国諜協力
ト一一一 政府・国際機関-NGOなどの取組みを中心に
17 17 伊藤るり「インドの自営女性労働者協会 (SEWA)の蹄旦みに学ぷj
ト一一一

18 31 
伊藤先生のお話を潜まえて VTR-新聞記事〈最近のインド女性情
報〉・話し合い

内自先生のお話を潜まえて

19 11 7 会話における性差・心理学的研究方法・望ましい授業についてなど
波平先生準備新聞記事など

←一一一

20 21 
波平恵美子f海外医療援助とジヱンダー(ジェンダー化された身体
と震痩)J

ト一一一一

21 28 
設平先生のお話を踏まえて、医療教育等国際協力のあり方について

(話し合い)

ユース・エンデイング・ハンガー 卒業生含む筑波大学生の希望による

22 12 5 (ハンガー・フリー・ワールドの中学~大学生組織)による授業

冬休み課題〈謂査・実践活動など)の確認

書
1 

す
冬休み課題の発表
含.黒河内氏準嬬

23 黒河内久美 f盟擦協力とジェンダ-J
黒河内氏のお話を踏まえて、国際協力とジェンダーについて話し合

26 30 るユ

-最経レポート予告

227 S 
2 6 冬抹み課題の発表(続き)

20 倉光ミナ子 rlE擦協力とジェンダ一一一サモアを事例にj

29 27 
倉光氏のお話を受けて、ジェンダーセンシティヴな冨際協力につい

て話し合い

30 3 5 
1年間のまとめ ow困を受けて教育の重要性と困難・罰際協力のあ レポート・感想提出 (3/12)
り方について)

太字は大学教官および外部講師の授業
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引き出されたと考えられた。しかし、 2年生の講座で

辻、質問の時間があっても生徒の側が沈黙してしまう

という場面がしばしば見られた。この点については受

講者にも自覚があったようでアンケートの中で、自発

的な発言が少なかったことについての反省も多くみら

れたc 一方、 1年生の方では小人数であったことの潤

点が出て、毎回活発な意見交換がみられた。

②授業内容の需題:1年生の講座では、大学教官が

“初心者"ということを意識した内容の授業を行った

結果、すべての授業が概ね好評であった。一方、 2年

生の授業については、わかりやすかったという授業も

あったが、難しく分りにくい部分が多かったという意

見が多い授業もあり、 2002年度以上に授業によって評

錨が分かれたc 特に、“ジェンダー"を中心に扱った授

業の中には、講師の意図や熱意がうまく伝わらなかっ

たと思われた授業もあり、受講生の“ジェンダー"に

対する興味や好悪が影響している部分も大きいと考え

られた。

今回はジェンダーについて積極的に知りたいと思っ

ていない受講生も多かったが、 1年間の授業の終わり

には、ジェンダーについても知ることができてよかっ

たと答えている。一般に、ジェンダーに対する抵抗感

や嫌悪惑をもっ生徒も少なくないと患われるが、今後

も、多感な時期である高校生を対象とした授業の中で、

どのような形で“ジェンダー"を取り上げるのがより

適切なのかをよ!J'摸重に考え、ジヱンダーに対する正

しい理解と興味を深めてもらえるよう考えていかなけ

ればならないと思われる D

全体としては、 50分でまとまりのある、テ)マを絞

りわかりやすい内容だった授業は、非常に評揺が高く、

高校の通常の授業では得られないような知識を得られ

たことに満足度も高かった。従って、昨年の経験と結

果が着実に生かされ、高大連携カリキュラムが効果を

発揮しつつあると考えられるD

③授業の形式:個々の授業の内容が渚化しきれていな

い場合も多かった2002年度の反省から、大学教官や外

部講師の授業の間簡をあげ、予習および復習の時間を

設ザたことにより、この点、についてもかなり解浩され

たと考えられた。また、いくつか試みた授業の実施形

惑については、 2週連続での授業や若い研究者の授業

は、非常に好評であった。

今後も、受講生自身が考え、理解する時間が十分に

持てるような進行や、講師への親しみやすさなど、よ

りよい授業のための形態を今後も詳細に検討していく

必要があると思われる G

(2) 高校生のジェンダーに関わる意識ならびに保護者

の方のジェンダーに関わる意識や子育て観について

のアンケート語査

2002年度の予備謁査をもとに、本語査を行った。

調査時嬉:2003年11月------12月

爵査対象:高校2年生およびその両親

震査対象校:お茶の水女子大学院属高校、東京都、静

岡県、および橿島県の私立女子高校、東京都の公立共

学高校および男子高校の計6校、約800組。

使用尺度:昨年度の予備調査により選択:性差観ス

ケール(伊藤、 1997)、平等主義的性役嵩態度スケール

短縮版〈鈴木、 1994)

本語査の結果については、機会をあらためて詳しく

報告する予定であるo

4.今後の課題と発展

これまでの受講生の意見を踏まえて、さらにわかり

やすく、魅力のある授業を行い、ジェンダーに関する

正しい理解を促進できるよう、質の高いカリキュラム

の開発・教材の開発をめざす。特に、 2004年度は、本

プロジェクトの3年巨にあたる区切りの年であり、院

属高校での、 1年生「ジエン夕、ーフリーを学ぶj、2年

生 f匡際協力とジェン夕、ー」のカリキュラムの完成を

めざすとともに、一般の学校の総合的学習の時間など

に実践可能なカリキュラムの開発・教材の開発にも重

点、をおく o

さらに、 2004年度は、高校2年生は、 1屈の授業を

2時間連続とする授業形態を試みる o 2003年度に試み

た2週連続の授業は非常に好評でるり、授業内容の理

解も高かった。 2時間続きとすることによって逼常の

大学の授業時間と同様になり、これまで以上に大学教

官の授業の本来の特徴や面白きも発揮されるのではな

いかと期待される。また、高校生の大学の講座や演習

などへの参加も積極的に行っていく予定であるo
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〕円。∞ 資料1 2002年度初回および最終回授業感想
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植枇まスやウk軍は;L)航札韓制4国日予細同鮎とE叫L日岩胞明本耐L\t，、帽k書蜘面崎御E、糊弘aと園主~日締:つI;?L本肘7机Hて法t噺Z臨Uのつやはし醐.喝嚇哨刊こ批帥と担細品働吋脚、E目臨骨lt:，時岬t絶t摘Eh叫叫う。てt古1咽こ{目れ州tで蜘目市制l仕aI品掛I目幼。時事帥I耳刊 ，I?t: (~附1:蹴)

k制S的て施も嚇Zわ4刷制岡At材:~\，崎ょ情うE何9々て聴畑体い峨tth山訊日豊て制問島鶴CJ憾比M岡4けt時目t軸晴。に中鋪Pでもk配g軍':It:属蜘L都鯛i制が駄のI叩仰喝中で圃掠拘枇広崎:i.t蜘ンf-f:τ臨討化すS 蜘削日本憎固人側と湖書雌面棚やM1此，聞圏時a目a明枇a確咽てで伽も車Fゆ阿tっf岬世ラ9フe時らtJo料み軌、防抽これ品耐れtのp羽tわ目か齢仲層柑減吐跡的手I酎a (州f:腕)

般仰予ー予理仰軍すと再がもて拍量で鰍崎枇ltBてt動か。山もτI首抑I市叫予匝凪4札材制LFtt隣fE定細町b!f恥凶:帆"柑わわ凶帥か腕帥材喝:{帥てのよで豊かl島車ってt上情甘聞の繍女性ん側t弘司車内閣岬!
(~~常1:腕)

(州1:縦)

組いE且日本Ma悦側eUdzth刈時a踏4材時rシま陣椛し事を園ゃ比側細初i肱tJ川L帥t乱町蜘、附以村h抑Eそt4にうL附日てM本L脚官唱鰍隊l4肱劃岬倣附柳ぽ棚暗附田川園働似創仕事之て者世{鵬助6か却ら首れj記に骨叫Z崎唱量~，削A討僻M!劃に品L制wtat川cEtf凶入AれMて
日本のことだけでな<，他の沢山の聞の事情もよ〈わかっておもしろかったです，

(かなり満足)

伽aE帥附齢耐EEK欄E悦比tべm岬tzhEギ日'本J4M帥:O牒坤内院~t官q人Ll官:h々t官tの側州蜘咽んま也駄しh市の蹄側昔畑日~t:。患ってL喝品吟:I:~!， E械ゃ自制臥っ刷抑晶抗，刊制化間唱紙邸え体方枇制醐畑i措t此tM側t札tなmん:制栃世て1:官量t血a〈もt官剛そ{弥古こ剖ゐ凶B州ん酷t制札制楓tUEEW 明I7Ltラス曲ID!Í)~ん枇11唱しt (かなり満足)

妹そE同@姐柑枇世H純z州l明lzd助時車間憎b自州出比帽イ制枇|イ捕{し曲。歯て金a縄っ輔姑肘制てt九崎問t帽か間tしzつがい制悌h体4とEE4B湘柑4tb舵Jt脚→O副zZ柑院，揮凶→しwoEが赴t味SahLuL批Uttz畑嶋¥t:品崎附。，」財EtM帥，目t明相骨織公もま枇園1前知骨ら島O枇111)市抑伽t:;制唱，日tと本し位ても喝

特具そ(1れ体b蛎か防綿弘涌聞制{鯨寄雇っ時却Zヲttこ出4t州5t伽t咽卵航t味m細I1線b揃枇抑蜘}般L)鮎繍の古臥融血蜘制、!今航繍'000)船i1測臨団し何陸て叫帥峨品吐E、証時都誌1にk面b司tt (いどえちならいとも) 
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資料3 2003年度初回および最終回授業感想(1年生)

!年の初め1:
なぜr~Iンダ剛71)寸学1~~Jfl択~;~t:~'. !?:ントJ，M(" :れまでに151ン卜J'いう :の授業を過してtういう=，f勉強し1椴てい!t:いですか，

tういうこ，flい浮かべますか， 2携をmぃt:=とがありtすか? 搬への賜も'いて(t:~~¥， 
中学校の社会の目指や日常生活において， 女性の社会進出が臓な=，です. ~~ 151ンダサ1)叶の製自のために，;f名簿が男女舶になりましたが1
例法151ンダザ1)酬Jf実現しようとしてい側! 中3の噴1社会科の憾で ぞれはあえてi~~ほどのことではないt肌l 結局身体IIJ~などの時には
分かりますがt々と納得のいかない;とがあbので『 駄目|にその舗を分別しな(てはいけないので， ~\~って酬になったように臥ました.
:の慨を目して醜したいと目ったからです， 杭男子校1女子校をやめて釘紳にすべ!t:，いう腕もあります

男子校1女子校1:1;蝉にない附!あり;t.
何でもかんでも閉じにすればいいのか，，，1います.ぞれなのに1
貯と女子の制!ib(齢誌に1;雄も提携を唱えません.
おかげで女子岐に1;，ても惑い8いEしな(てはなりません
私1;，ぞれ:そが「女の子I~ゃっ|帥~!it:J'いう冊目であり"てもflしてい~"Iいます，
このような:とを!い3いろな人の闘捌いたりして杭てい快いです.

ジェンダサ1)嗣tいう鵠1;以前川知っていましたが， 自制日常的。献ではないので1 ~~ まず「ジエンタ圃71)圃J'いう蛾自体1私1;;だはっ制，1味がわかってい刺ん.
あまり詳し(Ii知らなかったので， !?1ントJ'聞いてもtン胤せん， 中3の時1公Rの鰍で ですから151ンダザ1)哨li何~\具体的に社舎でI~ëのような:，~(
もっとよ(知りたい，1ったからです， しかし1151ン1-J，li~物学的な倒IJではな(， 自いました. それにあてはま初~\ ~'t;f勉強してい枇いです.
また， ~b\~~\I(考えたりす~=，のない←?であり1 社会械化の中での性1，いうような=，t:， そして1 献の社会桁われてい州議iIJ'i~~~ベ8なのか1
しかし将来のためによ(知ってお(ベ叫t:， 教わりtした. これからどのような社会をつ(つn¥!tliよいのか1なef考iてい!t:いです
恥たので;の腕組びました， 大学倒的e，rジzンダ勺1)酬jについてよ(~存知的にもお舵開いたいとBいます，

まt 女性からの視点男性からの視点。t 制約視点から考えてい!t:~\，1います.

お茶の水女子大学|;ltYIンダザ1)酬持門1: 総合学習の腕説明会で初めて聞いた ない ジエントWzンダザ1)酬について合(無知なので1
研究してい械闘があ~，M!， 献なのでI特1:ありません. 酬から~\?~，~教えていただ!t:~\，思ほすa
11，んt知らないジ:ンダサ1)酬を判: 専門的々のお腕いろい5聞けたらいいなt恥ています，
いい機会t:，，1いl献しました. 11hンダザ1)-"，いう新しい淵で今腕例措1そして腕ペ紺鈍見つめ1

保してい(:とがで!t:らいいとBいます
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r~Iンダ酬7リ酬を学I~~J1年間唖艶似て
(1)ジェンダ曲についての考え方で (2)他の授業と比べて (4)この慨を過して何か得ることが (6)この授業の1年聞の満足農1;
何か以前と変わったところがありますか?

よ「PかzっシたFt-E7わリtー時在学点ぶ附j由姉極集妹由，ほか? 10冊濃~\品かりっまたしt;Eわれ酬 できたとすればそれは何ですか? どのくらいですか?
たか? (非常に不満足何非常に満足の城

授業を受Itg前/;rジェンダ削怠患いものJとして 先生3x生徒3の少人数なので， 削自剛目1州についてJ'いう 少し前より広い視野・柔軟な考え方
飾った見方しか情なかったけれど1 国人ー人が+分に綿で~g点 明確なテーマがよくわからない点
授業を更けるようになってから 1女性と仕事の株館J/:行けたこと
f自県つIt難い微妙な問問Jも見えてきました

ジ1ンダ幽/:間判官接や出来事/:敏感になり， 少人数だったので1いろいろなIlb( なし ジェンダ幽のことを勉強してい〈中t
その械やできごとについてちょっと立ち止まって 自由/:出て，とても参考になった 様々な人の生き方があることを知った。

考えてみたりするようになった. 他の鰍よりも深〈考えることが多かった， ぞれ/;，私/;今後どういう道/:進んで
ジェンダザ1)剛/:関する意見の中/:/~ 何回か大学の先生にとても興味深いお簡を どう生きるかtいうことを考えるよで
Eしいことも間違っていることもf 情うことができてよかった. とても併になった，

どちらともいえないこともあるのでf fこんな生き方があるのかJ'
ひとつひとつよ〈時味して， 視野が少し帥!っ怖がする

自分がどういう杭夜もって生きていくかということを
考えてい〈必要がある!と，1うようになった.
また，それはジェンダ聞のことに限らずあらゆることに

あてはまると思う.

この鰍を受けるまで/;， 少人数だったので，先生や講師の酬方的な その自にやる内容が 様々なものの見方，

ジェンダ闘について深(考えたこともなかったし， 話しゃ締結にならずe近い距離で /~っきりしていなかったところ. 考えるこ"
あまり棚や不満を抱くこともなかったが， 聞いて考えることがでをたところ，
この様離で!いろいろな女性の社会的な問題/: 自分の釈をftしやすかったL，
気付き考えることができた. 京遣の意見もいろいろ聞けてよかった.

軌質問もしやすかった.
いろいろな視点的(，D理学や生物学
-社会学など)四つの子四マについて

考えbことができたところ.
様々な分野の専門家仰のお簡を
聞くことができてとてもよかった，



トH品叩 資料4-1 2003年度初回授業感想、(2年生)

それがけつこう削躍い向容だったので，~ってみよう1:1った 自いのか， ，>>\(7)そんなことが分かって(る(似て(る)ようになりたい~Iっているi

蹴・枇融師ちi自百帥に由今悦柑噛札LhてI械みン曲批1-、tt綱E闇9b1，酬者W相に叩l社暗世t品間t中明I自主齢蛸問、て

錦踊削町ZらAl札・-切ら

Eaa 般のOlで 制p齢b士F止中4型跡憎t。1まttt tんl

豊性服腕年itI目a事・，世時t間L地価:，t繍0削自f凪gO)可明鵬胤t恥欄tathbmt州ゆ4ょう幅制 M私1;社2会1:制~IンtトO)iJj榊からl7b|7:判トチたしいたaいい.かに寺田触が聞によって曲げられていQn¥
鰍H悦量s市mt 

品EEb肘舵組怜棺E

悦牌自6慢t皇qtM制L吐E小I肱(I~ 肱1

世鱒8日前脱制州措帽副国制し同骨耐帽骨融陣髄地制剤しEっ9かb0事hh滑十1耐3っ蝋て世E岬仰しい伽針匝冊抑目t制t捌~"か1 “ 官中駒鵬純e豊白富峰f 



制
悼の慣集

私I;，UI:瞬b市町爾同訓i::行事両両¥lttLY.爾繭瓦正杭よって
人~I鮎川崎u" もっと糊1:輔自動tしてみたいと自じていまLt:.
tt:，制1鵬協力の酬を知叫によってt官接も腕車になり，
結果的1:位l:lItÐ，lt~選択しました. ~:tン卜についてもf
手レピで1片付けられないま遣J'よ(やっているが1なぜl片付けられない関連Jliないのかt
Sじていて自主劃II~Jヂィ7明りょげられるようになっても，酬は鮒かないと:自で
~xント>>1生じていÐI:Iじ，もっと躍(事~t:い1:1いI~LtLt:.

時蹴而詑柄刷~iづt;蔽ち司扇町扇耐\~lf札
みんなI:IU史慢していft:~\.

あ6 初軌bllペta!Lil:誠したi
ジzントI:eういうtころにあもかなど.
:hント1;やりすfてあきていt:.
中学目先制I!らわれていた，
文学目先生命搬1;専門前でむfかしそうなイメ-~，

ある

制，柑のあり抑li，n阪城配雨漏Õ)~，抑制航可蔽市 lw
特に目・桝目的関柑1:ついては1私li特で駄酬のようなものは
I~帥t覇防:~細かった舗で， ~ても不思跡:1いました，

伽花(じでif:風向献酬副1や扇面?~両口語禰t扇両陣誌面.
将来の世1:立つclうから.

期崎蜘ちょっt人fl~カ l:c-t~i;1聞かなあ， I:~\ 
イトジt持ってい討.特でに1;駄の先制断糾
自織(17#ンに間判)棚悼した，

式抑制帽〈て肌いtいうイ介列したが1酬で
蜘1:自けて柿~，とても車しいし，分b'~J付加たです

世界:M.tント脚Ð:I:I:ÁI:，日制日常生活仰でもまだ~ï河'~l
!Ðclうので，解決純増~t:いです
富士山川叶過して件目的文化についても踊れたいです
伽掛けで帥<.体障慨もやって11しいです，

M 文字の先生1:対するイメザ
冷たそう・

刷会にでて(止め1:，:柑前現在掛川'U捕についt削Ei骨.
伽な自由女性自蛸してい(判抑制叫目的(してい(1:1;
tうすれ1:よいのかな時的んと:Lt:知障を持って仙脅えたいです

蔽研爾副司\~xンf布説明んな問糊8てし'Ðq)i'而両面tJHI.一一 |師
国際協力tはtのように鵬していilq)>>'?
~xント1;酬炉人白書臓の間臨時tl:!;~I，ジルト|峨釧駄目か?
人li~:tンダ-tëのような存在札て見ていgq)b\制t:~\.

M
M
m
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資料←2 2003年度最終回授業感想 (2年生)

民有か爾こt阿続耐nl
それli明ですか?

世界細川慨。純白酬について知~:I:ができた.
1私的にできるこむについてのa糊捕をた悼ん聞(こ酬でt
間協力への書簡が高まった(担がした)，

(6)こ械車両博蘭自
縦断i~Ø(らいですか?
岬常1:補足岬州1:着目j

いろい初制や雌棚齢期った~，I胸中で
量わりました.駄について，すご(舟幼時間も増えたし
鵬闘1:考えていたりもします
問題にもならないというこI:Uっhしかし"ジエント"が品ったtしても.
間目I:t~らない附掛から， rジzンダ酬J*てが'いI:lilえない.



よ(帥こらす~!~MI:~lントøMlbl!られ~，他自慢集?fl(者UJ'いう点でlaUf間抑制強になった，
特性(自1:しなかったこctrt;~\!I~:れも自れかJ~いうように
でも園入園入O).~~:~もちがうしI Mlt'~t~Ølaやはりむずかしい.

~l\Aーについてワォワ刈柑し(糊したかっh f帯U:cJですかね
取材てわからな(なってしまいましたが.

]己吋
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-男性と女性では脳の特徹に蕩Uがあり，それによって
行動!こも漉いがあらわれているということ.

・間性捜の原因に，遺伝子が関係している可能性があると
考えられているということ.

・男女の性質の濃いは生物学的に説明できるものなので，
その遣いを活かしてそれぞれ得意なことをやっていけば
よいのではないかということ.

男性と会性とで脳の構造や機能にこんなにも明らかな遣し市
あるとは思わなかったのでびっくりした.
今までの話し合いでは，男の子遊びと女の子遊びがあるのは，
祉企がそう分けて，またそうするべきだと思われてるからだ，
みたいなカンジで，ぞれがさも問題だみたいな扱いを
されてきたけど，サルの行動から遊戯のパタ…ンの性畿は，
生後の社会的影響ではなくて，ホル屯ンによるということで，
なんだよってカンジだった剛
だったら今までのは何?みたいな.

資料5 2003年度捜業感想の具体例(1年生)

4 先生が最後!こご闘ヲチぬ意見として述べられたことは
私もずっと思ってきたことだったのですが，今までは確備が
持てず，なかなか人に自分の考えを伝えることができなくて
もどかしい思いをしていました.
しかし，先生が生物学的な視点から輿批の遣いを
説明して下さり，男女がそれぞれできることをすれば
いいのだと納得できたので，
今聞の捜離を受けてとてもよかったです.

覇支闘で荘蚕両抽i肢の義や犠別はなくすべ脅だと思いますか
男女の役割を無理やり閉じにしようとするのはおかしいと思います.
逆に，男性の領域，女性の領域というように簡閣を限定するのも，
個人の能力を活かす妨げになります.
やりたいと思ったときには性別関係なく飛び込めるような，
そんな斑墳をつくらなくてはいけないと思います.
なかなか難しいことで，男女がお瓦いを心から大切に
思えるようにならないと，そんな社会はで告ないと患います.

4 私的1::1孟今までのよりもずづと先生の，男女聞には
脳やホルモンなど，いろいろな遣いがあるから，
それを無理に圏一化しようとするのじゃなく，それぞれの
遣いを生かせる社会にするべきだ!みたいな話(ずいぶん
前の話なので忘れてしまったがたしかこんな翻だった
気がする)の方がよっぽど普通に納得できたし，
すんなり受け入れられた.
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